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レチナール蛋白質の倣鮎i光とSVD解析 -きちんと親rJaと揺ら劫 唄える-
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レチブ-｣は泊質は 細髄箕日通型の7本ヘリックス構告で ビタミンA称 レチプーリレ勧 子の申し

昏防潮 ,これら難 団として百摺若匹こ吸蚊を示㌃ 反毎かトリガーは億こよるレチナ-づしの典財ヒモ それに

誘起された蛋斑等磯 財ヒにより,勅 許鍾鋤功も人.ケンシャ)い甥 れる㈱ .発包卦蛋白質

脚 邦により,榊 鮒 l固有の可視数枚スペクトルを示し,健脚 額粉泊憩こよ

って 古くから励闇醗和碓んでいた 例として視寛を司るロドプシン収h)を挙げると,反応スキ｢ム怯

Rh=〉Rh'-Photo-Batho-Lumi-MetaI-MetaII-ap一哉l+retinal
hv A

となる.レチナウ 招≡白ではどれ鳩 似のスキ｢ム抑 ミこのなかのメタⅠⅠある摘まメタと呼与封1る構 体

那 (視覚の)情剖拒達 ･イオンポンプなど噸 bt:を発現する.

さて蛋白質のゆらぎと,横断湧規との関連を調べる(功よ 高柳 蛋白質の就 機構を頼朝する上層妄要だ

と考えられている.筆掛まこれまでレチブ-づレ蛋白質葛珊瑚こ用いたコンペンショナ)雌 分光法と,スペク

ト)脚 あ職 扮解 6VD:SingularValueIkc叫X)Sition)法を組み合わせて研究を進めてきた

SVDi劫衣張され嚇 扮額法とみなすことができ,スぺクト)蘭 【ク滅形独立性に着目して ノイズに隠された

シグブリレ葛牡朗~ることができる.またスペクトル変r脚 次元 仕ank)脚 ることから,きわめて定

抑 ミ可能になる.そ㈲ こおいて 脚 光のシーケンシャルスキ｢ムでは 説明のできない

スぺクト)把嘩動を兄いだした

イカの絆つレチニトづ鹿 賀であるレチノクロム収et)試料を80Kで渦照射し,その覗離別又スペクト)Lj財ヒを,

SVD法によって瑠析した レチノクロムi淋 窒素温度下(80K)において Lumi,‡中間体と

Ret⇔L皿i⇔‡

の粍平衡をなす スぺクト)i/キネティクスはSVDによって2成分と決定された(ruik-2).上の弓欠反応を仮定す
ると,キネティクスはdoubleiXPnential関数に従うi㈹ ミ淵劫巧可能なことをが示された そこでガウ

ス分布した反応定数を坂定し鮒 と､L皿iから‡叫 功＼う反応違蜘よRetlumi咽 夢こくらべて噸広の

分布プロファイルを持ち,さらにそのプロフアイ)u脚 敬った｡ガウス分布した反応産数をもと

にfitting掛 もb-スペクトルを求めると,TJ)し夕関汝型 上嶋跡討 ㈱ 給よりLumi-XのシグブリL45ミ

大きくなる傾責め覇められ 良し堀似であることを示している.本来掛こおいて速度分布は 異肘ヒの童好収率

の分布を反映し､レチノクロム中間体の蛋∈贋補遺のゆらぎを反映していると考えられる.

ミオグロビン掛 流過程にあらわれる紛 布に関しては Frauenfelderらによる先駆糊 形か戦る

那 レテラ-づl眉迫質に関してはこれまでこのような宰相 和地 1った 柵 ｣列灘班での光条財ヒ

過腎である那 これまでおこなってきた熱願望のSVDによる反漸 こおいでも,一一一時知己スキーームモデJレ､､の

肋 海鮮なケースがいくつか見られ レチナ｢ノレ蛋白質における分布した何滴渡の存在を詞唆している.

最近のレチブリ 戯 質も巡る状況として 反応中間体も含め機 教の分子種に対する‡繍脱 輪和戦:

されたこと,また,赤夕Vラマン分滑こよって 各反串柿淋 =BLナるアミノ軌 び脚 酢用の

吉報的明らかになりつつあること,などがある.模糊 規と蛋白質の¢らぎとの関わりを調べる目的に 多数

の融苅滞体を持つレチナ｢ノし蛋白質と,可触 びSⅦ解析ま(少なくとも当面力 良し項材･方法

ではなし功1と考えている.

-466-


